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信徒への神様の願い（ローマ5:1-4）
　多くの人が、神様のことを誤解しているようです。皆さんは、神様のことをどのように理解していらっしゃるのでしょうか。それは単なる誤解、理解の問題ではありません。もし、神様のことを誤解してしまうと、人生そのものがだいぶダメージを受け、また、損をしてしまうようになります。それは教会に通っているクリスチャンでさえ、例外ではありません。ですから、誰かが良い悪いの前に、神様のことを正しく理解するということが何より優先であり、大切なことではないでしょうか。世の中の多くの人、クリスチャンでさえ、神様が私たち人に向かって何かを要求されると思っていらっしゃいます。あるいは、何かの決まりをたくさん作って、それを守りなさいという方、守れるか守れないかを目を光らせて見ていらっしゃる方のように思います。守らないと罰せられるし、守ると報いを与える神様として、ほとんどのクリスチャンの方も認識しているのではと思います。それはヒンズー教やイスラム教やユダヤ教や仏教などで言っている神々と同じです。神様は、そのような方ではありません。私たちになにか要求される方ではありません。なぜでしょうか。要求しても、その要求にしっかりと応じることができないものだと誰よりよくご存知なのです。何かの決まりを作って「守りなさい」と、期待する神様でもありません。なぜかというと、決まりが正しいかどうかは別にして、その決まりを守る能力が根っこからないと、神様は誰よりよくご存知の方です。

ですから、そういった理解というものは誤解です。聖書は、私たちにそのようには示していません。特に、親の方々が、そのようなニュアンスを持っていると、子どもたちが神様はそのような方なのかなとなんとなくイメージとして伝わってきて、そのような神様なら嫌だとなってしまうでしょう。神様は、人間になにかを期待して、なにかを要求したり、何かをささげなさいと言われる神様ではありません。最初から、そうではありません。その誤解を全部、払拭して、今日、神様のことを正しく理解していただきたいと願います。また、神様が私たちに何を望んで、何を願われるかに対して、誤解がもしもあるなら、それらを全部消す祝福の時にしていただきたいと願います。神様は、要求ではなくて、すべての人が神様から与えられるまことの救いを得ることを願われる方です。神様が、私たち人間に臨まれることが何かと言いますと、すべての人がまことの救いに預かることを望まれる方です。それが神様の望み、神様の願いです。人は神によって作られて、宇宙万物の中で、特別に神様と交わりができる尊い、神のかたちとして作られたものです。その人間が、悪魔にだまされて、神様を裏切り、神に背いて罪を犯した結果、その結果は取り返しのつかない結果でした。単なる道徳的な罪ではありません。それを原罪と言います。いのちの基であられる神様から離れ、どうにもならない罪を抱えて呪われるしかない運命に捕らわれ、その結果、ひとりも例外なく、神様から離れてしまった人間、ひとりひとりを目に見えない空中の権威を持つ悪魔、サタンというものが支配することになりました。これは一人も例外がありません。アダムとエバの話ではなく、いまだにずっと続いているお話です。そのようなどうにもならない問題を抱え、生きていくものが人間です。ですから、人間というものは、その原罪を解決しない限りは、自分でよい思い、誠意をもって、どんなに真面目に頑張ってもその問題は解決されません。幸せにはなれません。そこに救いはありません。多くの人が宗教に入れば、人生が同に関わるだろうと思っていますが、宗教は人間の努力なのです。その宗教には希望がありません。それを誰より神様ご自身がよくご存知なのです。人間に、どのような問題があるのか、人間は分かっていないけれども、神様はご存知です。そのような人間に神様が何かをしなさいと言ったり、何かを期待したり、要求したりするでしょうか。ノアの時代のように。経済的にものすごく豊かになって、裕福になることもありうることです。しかし、この裕福さ、富によって、人が抱えている原罪、霊的な問題にはまったく役に立つことはありません。解決にならないのです。多くの人が、いまだに豊かになれば人生が変わるだろうと思っていますが、人間の問題はそんなにたやすい、簡単な問題ではありません。どうにもならない霊的な問題なのです。神様に会うことができません。悪魔の支配から自力で抜け出すことができません。罪による裁きと、その呪いの運命から一歩も出られません。しかし、その状態のまま努力するのです。そのまま経済を豊かに積み上げるのです。そこには災いが待っています。宗教には疲れと重荷が待っています。
それから、バベル塔の時代のように、人間は神から与えられている理性をもって発展を遂げるようになります。この発展は、ものすごいスピードをもって、本当に輝かしいとしか言えないほどの発展です。別の言葉で言うと、それは成功とも言えるでしょう。それは別に悪くありません。しかし、現在を抱えているまま、神様から離れているまま、自分たちは知らないでしょうが悪魔に支配されているまま、運命の勢力に捕らわれたまま、発展を遂げて成功を治めたとしても、そこに幸せはないし、問題の本当の解決もありません。神様は、人間のこのような姿を誰よりよくご存知の神様です。どうにもならないで、これがずっと歴史を通して繰り返されています。これが人々をもっと滅ぼすために様々な文化を作って、その中に浸透していきます。それが偶像崇拝であり、また、占いなどの迷信であり、あるいは、宗教といったものです。世界中、皆一緒にコミュニケーションとかもしたことがないのに、行きますと皆、蛇を崇めていたり、竜を拝んだりしています。誰がどのように教えたのか分かりませんが。今はアメリカでもヨーロッパでも先進国でものすごく合理的で理性的で論理的だと自負しているそこが占い師の天国になっています。皆、自分の理性には当てはまらないことが人生にはあまりにも多いので、そういうことを求め、答えを求めて探していくようになるしかありません。このようにどんどんひとりひとりを偶像や占いの文化に捕えて、間違いなく滅びの人生に引っ張っていくようになります。このようなことを抱えて生きているものが人間というものです。それで、ひとりひとりは実は、残念ながら、生まれながら身分そのものが「あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出たものである」と言われる滅びる身分なのです。身分そのものが根本からです。
それで、生まれて誰かに教えられたこともないのに、霊的な状態は、神様とは正反対な方向に、悪霊に仕えるということも知らずに偶像崇拝に走るしかないし、宗教に走るしかないし、その結果、精神的な様々な問題、トラブルを抱えて悩むしかありません。苦労するしかありません。そういったことが全部、合わさって、肉体的にいろいろな病気として現れたり、家系にその問題が現れたり、人間関係にも問題が現れたりするようになります。単純な話ではありません。原罪から様々な長い伝統と言いながら、長年、流れてきた偶像の文化の影響の中で、ひとりひとりがこのような問題を抱えて患うようになるしかありません。
そして、最終的には、人間には一度死ぬことと、死後には裁きを受けることが定まっています。死んだ後は、残念ながら、この問題を抱えたまま死にますので、永遠の滅びの地獄に行くしかありません。そして、自分一人で終らないで、これが霊的な遺産となり、次の世代へ、家系の流れになってずっと受け継がれるようになります。不思議ではないでしょうか。見たこともないおじいさん、ひいおじいさんの病気が私にそっくり現れる。もちろん、今は医学的にDNAのなんとかと言いますが、そこに今申し上げました目に見えない霊的な様々な背景というものが全部込められて、そうなってしまうということです。どうにもなりません。このような人の状態を誰よりもよくご存知の神様が、一体、人に何を願われるでしょうか。世の中では、世界平和を唱えて、一緒に手を組みましょうと言います。よいお話です。環境をきれいに保つべきではないかということをテーマに取り上げます。もちろん、必要だと思います。しかし、神様は世界平和を望まれる方ではありません。神様は環境保全などを唱える方ではありません。なぜかというと、地球が終わるそのときまで、本当の平和が訪れることはありません。環境は、少しは努力によって改善されるでしょう。それは必要でしょうが、根本的に改善されるということはありません。それが聖書の記録であり、預言です。皆が何もトラブルも戦争もない、平和な生活をしたいと願っているのでしょうが、残念ながら、戦争が終わるときはありません。もしも、戦争がない世界になれば、内側で、内部で様々なもめごとがまた起きます。これが歴史です。神から離れている以上、空中の権威を持つ支配者に捕らわれている以上、ユートピアはこの地上にはありません。これは厭世主義とか悲観的なお話ではありません。だから、多くの人が勘違いしているのです。キリスト教会でも、教会のテーマを人権運動とか、社会奉仕、環境保全、世界平和だとか唱えていますが、それが神様の願いでしょうか。人に対する神様の望みなのでしょうか。神様はこのような罪に捕らわれて、何がどう変わろうが滅びるしかない人間のことを誰よりもご存知なので、何も人間に望むことはありません。一つだけです。そこから出てきなさい。まことの救いに預かりなさい。まことの救いを得なさい。聖書は、そう私たちに教えられています。神は実に、ひとり子をお与えになったほどに世を愛された。それは御子を信じる者がひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためです。まことに、まことに、あなたがたに告げます。わたしのことばを聞いて、私を遣わした方を信じる者は永遠のいのちを持ち、裁きに会うことなく、死からいのちに移っているのです。神の願いは人の救いです。救いは、教会に通うことではありません。そのためにはこのすべての問題を根本から解決できる唯一の方、神様ご自身しかできません。その神様がこの問題のために私たちを愛して、私たちの救いのために人の体をとってこの地上に来られることを約束されました。その方がキリストです。そのキリストが二千年前に十字架にかけられて、人の救いをすべて完璧に成し遂げられて、その証拠として3日目によみがえられたイエス様です。神様の願いは、このイエスキリストを通して、私たちが地獄の運命から滅びる、そののろいの運命から解放されて救われることです。また、神様と一緒になることです。イエス・キリストの他には、道がありません。豊かになっても努力をしても宗教にのめり込んでも、この問題は解決できません。世界中で、この御名のほかに、私たちが救われる名として、どのような名も私たちには与えられていません。イエス・キリストが神様の唯一の願い、私たちの救いのために、神は要求される方ではなくて、私たちに命より大切な救いを与えられる方です。キリストを通して。
そのイエス・キリストが人に向かっておっしゃっています。すべて疲れて重荷を負っている者は、私のところに来なさい。私があなたがたを休ませてあげます。つまり、神様の本当の人に対しての願いは、望みは、唯一の救いの道、イエス・キリストを信じることです。イエス・キリストを自分の救い主として信じて受け入れることです。誰でもイエスの御名を呼ぶ者は救われます。今まで凶悪な犯罪者であったにもかかわらず、十字架にかけられてもうすぐ死ぬ運命なのに、イエス・キリストを信じると、その人は救われます。今日、あなたはわたしとともにパラダイスにいます。神の願いは、イエス・キリストを救い主として信じることです。豊かになるか、穏やかになるか、社会が静かになるかうるさくなるか、ある意味、神様は興味ありません。どんなに静かな社会になっていても、現在の問題を抱えているまま、運命に捕らわれているままなのです。必ず、その味を占めるようになるし、その証拠が現れるようになるでしょう。今まで見てきたのではないでしょうか。神様の望み、願いに対しての誤解を全部、捨ててください。神様の願いは、まず人が救われることです。救われない限りは、面白いことひとつもありません。救われることです。イエス・キリストを信じて受け入れることです。幸い、ここにいらっしゃる皆さんは、その神様の願いがかなって、神の恵みによって、神様の愛によって、イエス・キリストを聞き、イエス・キリストを救い主として信じて受け入れた方だと信じております。もしも、そうでない方は、私は本当は別のことが大きくて教会に通っていただけであって、神の願いとは一致していなかったのだなという方は、今でも遅くはありません。イエス・キリストを心から救い主として信じて受け入れていただきたいと思います。
それから、イエス・キリストを信じて受け入れた人は、もう救われたものです。自分の能力と人格と今までの人生の歩みと一切関係ありません。イエス、キリストを信じた人は救われました。その救われた人をクリスチャンと言います。神様が、私たち救われた信徒に対して、何を望まれるのでしょうか。そこにも様々な誤解があります。神様は信徒に対しては、何かを要求したり、ささげなさい、頑張りなさいとおっしゃることはありません。そういう力などがないとよくご存知なのです。救われたにも関わらず、弱さをそのまま抱えているのではないでしょうか。周りの状況が変わる人もいるでしょうが、すぐに変わらない人も多いでしょう。感謝の余り、これから神様にお返しをしなければいけないのではないか。それは日本の文化です。必ず、お返ししないといけないから。神様はお返しを望まれる方ではありません。それが献身だと思いますが、そうではありません。だから、誤解しないでください。今日の聖書を見ると、このように書いてあります。神との平和を持っています。それから、この恵みに導き入れられた神の栄光を望んで大いに喜んでいます。神様が救われた信徒の私たちにのぞまれることは救いの祝福を喜ぶことです。何かをやることではありません。神様から与えられているもうすでに私たちのものになっている、私たちが意識していないだけであって、よく分かっていないだけであって、イエス・キリストを受け入れた瞬間、天と地のすべての祝福を私たちに与えられました。それをしっかり理解して、何かをやる前に、それを喜んで楽しむことが神様の第1の望みです。これを誤解し、教会に行くと時間もとられる、お金もとられる、何かいろんなことを犠牲にしなければいけないという思いで、足を踏み入れない人が多いですが、その人はまずイエス・キリストのことを分かっていないでしょうが、今、教会に通っていながらも、しぶしぶ考える人が少なくないと思います。それは神様のことを誤解しているからなのです。神様の願いについて誤解しています。神様の願いと一致しないと、まことの答えは中々、見られないでしょう。ですから、一生懸命やりながらも疲れてしまうのです。実が結ばれません。次の世代に残すものが何もありません。キリスト教は、そういうものではありません。神は善人にも悪人にも同じく雨を降らす方です。神様がクリスチャンの私たちに望まれること、それはすでに与えられた救いの祝福を味わうことです。
皆さん、イエス・キリストを信じて受け入れて救われた途端、どのようになったのかご存知でしょうか。短く申し上げます。これは聖書66巻のお話です。皆さんは、イエス・キリストを信じたその瞬間、皆さんのレベルと能力、過去と関係なく、今まで滅びるしかなかった過去の滅びの人生からは永遠に完璧に完全に解放されて、縁が切れてしまいました。死と罪の原理から完全に解放された、日にち、方角など、皆がこだわっているもの、占い師が何とかいうこと、一切関係ありません。本当は、占い師のところに行きますと、他の人には運命がああだこうだと出ますが、私たちには答えが出ません。統計ではなくて、悪霊につかれて占いをしている人であれば。内側に神の霊が宿っている、存在そのものが変えられているわけですから。イエス・キリストを受け入れて救われたというのは、何も気にしないで、何も引きずることがないように完全に解放されただけでなく、どのような解放されたのかというと、イエス様を受け入れた瞬間、目には見えないけれど、神様がご自身がイエスは神と出会う道なのです。いのちです。創造の神様が、私たちの中に聖霊を通して入って来られ、ともにおられるようになります。しかも、永遠にはなれることなく、それが一体となったと言います。それを英語で言うとワンネスと言います。感覚はないかもしれません。霊的な事実ですから。それを感じようとすると神秘主義に走りがちなのですが、約束です。また、事実なのです。イエス・キリストを信じて救われた途端に、私たちの人格、性格、弱さと関係なく、聖なる聖霊様が救われたひとりひとりの中に宿るようになります。それでイエス様が不思議なことをおっしゃいます。父が私の中に、私が父の中にいるのと同じように、私が彼の中に、彼が私たちの中に。先週も申し上げましたように、レベルトランクがイエス様と、三位一体の神様と似たところまで引き上げられているというのが救いです。神様が永遠に一緒におられます。皆さんが過ちを犯すときにも神様は離れることなく、嘆きながらともにいらっしゃいます。そして、その過ちも全部、ひっくり返して益となるようにさせる方です。何が問題でしょうか。これが祝福です。私に弱さがある、私に能力がある、ないといったことが、一切関係ない存在になりました。全能なる神様がともにおられ、同行されるようになりました。永遠にまで。ですから、いつ死んでも天国に迎え入れられるように、もう保証されています。そして、天国に行くのはいつなのか私たちには分かります。それこそ、神様のタイミングです。それゆえ、完璧に過去から解放されて、永遠に主が同行され、天国も保証されていて、問題は天国に行く間、行くまでのこの地上での人生、生きている間の話です。そのときにこの地上にいる間に、イエス様にしかできない悪霊と暗やみの勢力を打ち破って縛り上げることができる権限が、救われた私たちひとりひとり全員に与えられました。わたしがあなたがたを呼び寄せたのは、ともにいて福音を宣べさせ、悪霊を追い出すための権威を授けるためだと、イエス様自らおっしゃいました。ほとんどの人が信じません。また、変なところで使います。違います。これがないと、地上にいる間に、私たちがやるべき最高の祝福の仕事を全うできません。イエス様にしかない権限が、私たちに授けられるようになりました。

理由は、天国はもう決まっているわけですから、地上にいる間に、私のようにさまよっている多くの人、いまだに知らずに暗やみの力に捕らわれて患い苦労している魂をイエスの御名によって助けることのためです。それを神の国と言います。皆が暗やみの王国に捕らわれています。そこに私たちをとおしてイエス・キリストが宣べ伝えられると神の国が臨まれます。魂の救いの祝福のわざが、そこに現れるようになるでしょう。そのために必要なものが、暗やみの力を打ち破って縛り上げることができる権限です。私たちの力ではできません。それは本来、イエス様にしかできないものです。だから、イエス様の仕事なのですが、イエス様が私たちの内側に来られて、私たちをとおしてなさるわけです。あとのお話になりますが、とにかくそのような祝福があって、その祝福のためにヘブル1:14には、私たちに天使が動員されて、神の御使いが手伝うようになっていると言われています。天使は時間、空間に制限されることなどありません。ものすごい祝福であり、今申し上げている一番のポイントは完璧な祝福なのです。これ以上、なにかいりません。なぜこのような祝福があるのか。皆さんが今、いらっしゃるところ、皆さんが動くときに、そこに暗やみの力が砕かれて神の国が臨まれることのために、このような祝福が与えられています。だから、この祝福をいただいて、私たちをとおして世界を福音をもって征服する、その約束が許されています。そのような主人公として召されました。それが救われた祝福なのです。罪許されただけでもありがたいでしょうが、救いはそういうものではありません。神がともにおられることによって、存在そのものが暗やみの勢力が一番恐れる存在につくり変えられたというのが救いです。この完璧な救いの祝福を喜んで味わうことが、まず神様の第一の願いなのです。

どうすればよいでしょうか。自分の経験で一番よいのは、他の理由を全部削除して、この理由、目的一つ、この救いの祝福を喜ぶための一つの目的をもって時間を決めることです。1日の中で、10分でも、30分でもよいです。それが1回でも3回でもよいです。時間を決めて、その時はほかのなにも祈らない、何もしないで、この救いの祝福を思い出して噛みしめながら、それで喜んで楽しむことです。こんなに祝福されたのか。私はこんなにすごい存在なのか。神様の愛はすごいなというように感激をして、喜ぶ時間を持つことが、それを味わう一つの方法です。いつまでやればよいのかと言いますと、いつまでというのはないでしょうが、自分の中で自分のセルフイメージ、自分自身に対しての自分のイメージ、自画像、「私はこんな人間です」といったものが、さっぱりと変わるまで。私は幸いなものだ。私は祝福されたものだ。すべての問題は終わった。私の人生に問題などない。私はこの世の中に絶対に必要なものだ。顔がどうであれ、身長が低いか高いか、家系の背景があるかどうか、お金、財力、学歴などがあるかどうか関係なく、この救いの祝福を喜んで、喜んで、その結果、「わたしってこんなものなのか」となるまでします。これが喜ぶことです。
そして、生活の中でいろいろな問題、出来事にぶつかるようになるでしょう。そのときに、この祝福を少し適用して行く、これが味わうことです。とにかく、神様がクリスチャンの私たちに望まれることは、今まで私たちがイメージしていたことではありません。それは全部、消してください。何かを神様にささげて、神の期待に応えるといったことではありません。そのような存在ではないということを、神様は一番よく知っています。だから、何かを今までどおりの宗教の感覚でよい人間になろうと、良く頑張ろうとしないで、神があなたがたに与えられた救いの祝福を喜んで噛みしめなさい。そこから力がわき出るまでです。これが神の望みです。

そして、最後です。神様がなぜそのように望まれるか。それは、もしもそのようなことなしで天国に召されればそれで終わりです。最終的な目的は、天国ですから。でも、地上に生かして置いて、望みは神の救いの祝福をもうすでにあなたのものだから味わって喜んで、そこから力を得るようしなさいと、それを望まれる理由が何かというと、最後の神様の望みです。神様は信徒をとおして、この救いの祝福が宣べ伝えられることを望まれる方です。でも、あじわえないまま伝導しようとすると限界があり、変なものになってしまいます。だから、まず喜んで味わってください。そうすると、神がこの救いの祝福が宣べ伝えられる伝道を望まれる方ですが、伝道するのではなく伝道になります。これが神様の望みです。不思議に神様が私を用いて、伝道に用いられるのだなということを経験するようになります。頑張ることとは違います。それが分かった人は、その後に頑張るというのは別次元の話です。でも、まずクリスチャンの私たちをとおして、政府や大学教授をとおしてではなく、クリスチャンをとおしてこの尊い何より大事な救いの祝福が世に宣べ伝えられることが神様の望みです。今も現場には、さまよいつつ苦しんで、しかも答えがないまま苦労している魂がたくさんいます。ローマ10:13-15には、伝える者がなければだれが聞いて信じることができるかとおっしゃっています。だから、伝えることが神様の望みです。マタイの福音書からヨハネの福音書の四福音書の最後の結論は何でしょうか。すべての民族に出て行き、あらゆる国の人々に、この福音を伝えなさいと、これが結論でしょう。これは命令であると同時に、そのようになるという約束です。どうすればでしょうか。救いの祝福を本当に心から喜んでいればそうなります。そうなっていない方は、悔い改めてください。神様のことを誤解して、救いの祝福を喜ぶことを一番に取り上げていないからかもしれません。
それで、四福音書の結論を、使徒の働きにおいて、スタートの部分において、契約として釘を刺しています。聖霊が臨まれると、エルサレムから地の果てにまで私の証人となる。これが神様の願い中の願いです。言葉を変えますと、それは神様の仕事なのです。ただありがたいことに、光栄にも、クリスチャンの愚かな私たちをとおしてなさると約束されています。だから、ものすごく弱い者たちを選んで、それで絶対できないような険しい環境の中でスタートさせました。なぜでしょうか。あなたがたの仕事ではなく、神様がなさること。イエス・キリストがなさること。あなたがたの中に入って、あなたがたをとおして。だから、心配しないでください。逆にあなたがたはびっくりして、驚くようになることです。伝道を多くの人が誤解しています。それで、神様はこの救いの祝福が宣べ伝えられることを望まれていますが、時間があまりないので短く申し上げますが、良く聞いておいてください。皆さんの今までの過去、すべて土台にしてこれを伝えるようになります。そして、今現在のすべてのことを通路にして、この救いの福音が伝えられるようにするし、これから皆さんを待っている未来はすべて答えにして、神様はこの福音の祝福が宣べ伝えられることを成していらっしゃいます。
そして、今、歴史が動いている理由が、この福音宣教のためです。マタイ24:14には、地球上には様々なことが起こります。まだ終わりではない。この福音が全世界に宣べ伝えられてから、世の終わりが来ます。つまり、歴史の中心は福音宣教です。皆さんがこの神の願いに心から同意し感謝していれば、皆さんは、歴史の主人公です。一つの国が盛んで、また国が滅びることも全部、福音宣教と関わっています。ときには教会が迫害を受けます。それも福音宣教とすべて関わっている内容です。地球のすべては福音宣教を中心に、そのために動いているものです。これほど神の願い、望みはこれです。だから、神様と願いが一致して、それにしっかり絡んでいないと人生がうまくいくわけありません。うまくいったとしても、うまくいったことではありません。皆さん、今日死んでも天国に行けるようになります。なぜ生きているのでしょうか。理由は、私たちに臨まれました、何ものより大事な尊いいのちの救いの福音が宣べ伝えられることのために、私たちは今、生きているし、存在しているものです。そのような人は、神の願いと一致します。負担など一切持たないようにしてください。

その結論を握って、今日から皆さんがやるべきこと、神様が皆さんにその福音宣教のために望んでいらっしゃることは、時間を決めて救いの祝福を噛みしめながら喜ぶことです。本当に喜ぶことです。条件なしに喜ぶことです。まず、この神の願いが本当であれば、何をどうするかの前に、皆さんの周辺の整理から始めてください。関わっている様々な人、知り合いなどを整理してください。すべてが神の答えの対象です。名簿を作ってください。福音を聞くべき存在なので。なぜでしょうか。私と関わっているから。私と知り合いだから。私が伝道者だから。神様は私をとおして、私を用いてなさるから。皆さんひとりひとりは、どういう現場であろうが、現場の宣教師としてそこにいるという感覚をぜひ持っていてください。
今日は、神様の願い、望みに対して、あまりにも誤解が多いので、信仰生活に対して勝利の答えが中々、見られないのではないでしょうか。なんと悔しいし、またもったいないでしょうか。その誤解を全部、消して、正しく神の願いをしっかり握って、それに応答していただきたいと思います。やろうとしないで、神から与えられているものを受け入れて、与えられているものを喜んでください。信仰生活のすべての負担を下ろしましょう。また、信仰生活に対して、自分なりに誤解している部分があれば、それを見つけ出して全部、修正しましょう。それから、救いの祝福を喜ぶ幸せな時、幸福の時間を必ず作りましょう。そして、それを優先するようにしましょう。先ほども申し上げましたように、周辺に福音のない魂、それは全部、人間的な評価ではなく、神の答えとして見て整理しましょう。

そこまでやって、それから、最後です。ここまでやれば、少しばかり神様のみことばに心を寄せる、少しだけ神のみことばに、日曜日の講壇のメッセージに少しだけ心を寄せるようにしましょう。そうすると、このすべての内容が具体的に皆さんの歩みにおいて成就することを体験するようになるでしょう。内容が多かったので少し早口で申し上げましたが、ぜひ神様の願いに対しての誤解を全部、吹っ飛ばして、正しい理解とともに神様と真正面から向き合ってください。後ろに隠れようとしないで向き合い、喜びを感謝するようにしましょう。

 (祈り)

　愛する天の父なる神様。ありがとうございます。今日も兄弟姉妹が教会に足を運んで、主を賛美し、神様のメッセージを聞きました。もし私たちに誤解があるならば、それを主が直してくださり、本当に心からすべてを後に回し、救いの祝福を探しだして喜ぶところから始められるようにしてください。喜んで、喜んで、神の願いに方向を合わせて、神様に用いられる答えの勝利の人生になるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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